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団体交渉開催 2023.12.12 

立川営業統括センター（府中本町駅）の 

遺失物取扱業務の業務委託先変更に関する申し入れ 

「回答作成に多方面との調整に時間を要した」と詫びもなく 
12 月 1 日の施策実施前に団体交渉が開催されることなく、議論も「施策実施あり

き」が如実に顕れていました。また… 

委託後の作業ダイヤは実施約２週間前に確定 
…という、スケジュール感を疑う回答も飛び出すという有様でした。 

会社回答＆議論の特徴点 
1. 立川営業統括センター(府中本町駅)の遺失物取扱業務の業務委託先を変更する理由を具体的に示すこ

と。 

➢ 経営環境の急激な変化を踏まえ、JR 東日本グループ経営ビジョン「変革 2027」

の歩みをさらにスピードアップさせ、効率的な駅業務体制を構築していくため

に業務委託先の変更等を行っていく。 

特徴点 
 経営環境の変化、JESS側の人手不足もあり、より効率的な駅業務体制構築に相応し

い S-CSPに業務を委託することとした。（会社） 

2. 現在、立川営業統括センター(府中本町駅)で遺失物取扱業務に従事している社員の委託後の勤務先に

関する考え方や面談等の今後のスケジュールを具体的に示すこと。また、変更前後での年間労働時間・

年間休日数等の労働条件について示すこと。 

➢ グループ会社の運営体制は、グループ会社において決定することとなる。 

なお、業務委託内容等については、当社とグループ会社との駅業務委託契約に基づき実

施していくこととなる。 

特徴点 

 社員には説明と面談を丁寧に実施してきた。労働条件変更か退職かと迫る対応はし

ていない。当該社員の受け止め方ではないか。（会社） 

 JESSと同等の労働条件で S-CSPで働いてもらう考えはない。S-CSPの労働条件に納

得し、働いてもらうしかない。（会社） 

 業務委託先の変更であり、箇所の労働条件が変わるわけではないので提案事項とは

ならないという認識だ。（会社） 

3. 業務委託先変更後、遺失物取扱業務を担う社員が働きやすくなる職場環境の整備を行うこと。 

➢ 業務の運営に必要な設備等は整備していく。 

特徴点 

 作業ダイヤについては委託先が決定し、JR本体が業務の遺漏がないか確認し、了承

する。（会社） 

 委託先変更の際、執務環境はチェックして引き渡しているが、不具合があれば随時

整備していく考えだ。（会社） 
※注…JESS：「JR東日本ステーションサービス」、S-CSP：CSP「セントラル警備保障」のグループ会社 

これが本音？ 

対立 事実があるぞ！ 

対立 同一業務なら条件を揃えるべき！ 

対立 現に組合員がいるにもかかわらず？ 

対立 JR 本体が責任を持って決定を！ 

確認 執務環境は JR 本体の管理責任 


